
病院が許可を受けた一般病床の 

病床機能別の運用比率の実態を 

明らかにする。 
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地域課題の検討スケジュール 

時 期 （第 1回）7月 （第 2回）10 月 （第 3回）1月 （第 4回）3月 

議 題 

（案） 

１ 脳卒中連携ネットワークの構築 

に向けた取組みについて 

２ 病床機能実態把握調査（案）   

について 

１ 脳卒中連携ネットワークの  

たたき台の検討について 

２ 病床機能実態把握調査結果等 

（第１回）について 

１ 脳卒中連携ネットワークのたたき台

（修正版）の検討について 

２ 病床機能実態把握調査結果等

（第２回）について 

１ 脳卒中連携ネットワークの構築 

に向けた取組み状況について 

２ 香取海匝地域における病床機能

実態把握調査結果等について 

公開・非公開 公開 非公開 公開 

参加対象 
会議委員  

病院関係者（圏域内全病院） 
病院関係者（圏域内全病院） 

会議委員 

病院関係者（圏域内全病院） 
 

医療資源 

投入量（点） 病床機能 構成比 

 
高度急性期 ○％ 

 
急性期 ○％ 

 
回復期 ○％ 

 
慢性期 ○％ 

○ 香取海匝地域における一般病床の病床機能実態把握 

病院が選んだ任意の日（４日分）又は一月分の入院患者に係る診療

報酬データから医療資源投入量を算出する。 

 
 

・「千葉県保健医療計画」において、２０２５年の必要病床数と病床機能  

報告（現状及び６年後の予定）を比較すると、いずれも「急性期」は過剰、

「回復期」は不足となっている。 

地域医療構想に係る分野 

今年度議題として取り上げる地域課題等について（案） 

○ 医療機関が抱える課題解消に向けた取組み 

『脳卒中連携ネットワーク』をテーマとし、個別の課題への対応策を   

検討する。 

 
 
・当圏域において、脳卒中（特に脳梗塞）の死亡率が高い。 

・当該疾患が疑われる患者を治療可能な中核病院へ速やかに救急搬送できる 

地域のルールづくりが必要。 

・中核病院で急性期を経過した患者に関して、回復期等を担う病院に転院し、 

治療継続することが必要。 

医療連携に係る分野 

各課題への対応策の実施により、患者への必要な治療（血栓溶解 

療法等）の増加・脳卒中死亡率の低下等を図る。 

主な課題 主な課題 

3,000 

175 

600 
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